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 http://www.obayashi.co.jp/service_and_technology/related/tech_d067 

      
Tel. 03-5769-1062 E-mail muto.masumi@obayashi.co.jp 
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(5) No.9：セラミックキャップバー(CCb)工法 

No. 9 
技術名称 セラミックキャップバー(CCb)工法（後施工せん断補強鉄筋） 

社名 鹿島建設㈱、カジマ・リノベイト㈱ 
NETIS 登録番号 KT-120076-A 

公表先 電力土木 2012.11 月号 
参考 WEB ページ http://www.kajima.co.jp/ 

http://www.kajima-renovate.co.jp/ 
連絡先 カジマ・リノベイト㈱ 技術部 豊田 要 

Tel.：03-5379-8771 E-mail：toyoda@kajima-renovate.co.jp 
1. 技術開発の背景・契機 
 開水路やボックスカルバートなどの壁状の地下構造物では、内空側からしか補強工事を実

施できず、また、構造物が塩害環境下などの劣悪な環境にある場合には補強後の耐久性につ

いても確保する必要があるため、有効な補強方法が少なく、これまで耐震補強工事は進んで

いない状況であった。 
2. 技術の内容 

セラミックキャップバー(CCb)工法は、建物の内側からしか施工できない地下構造物など

に対して、両端にファインセラミック製の定着体を取付けたねじ節鉄筋「セラミックキャッ

プバー(CCb)」を挿入・一体化させて、せん断耐力・じん性を向上させる後施工型せん断補

強工法である。 
3. 技術の効果 

CCb の定着体は、耐久性に優れる高純度アルミナ製セラミックスを使用しており、酸・ア

ルカリ・塩分などに曝される過酷な環境下でも腐食しない。このため、定着体をかぶり部分

に配置でき、従来工法と比較してせん断鉄筋の有効率βを高く設定できる。この結果、配置

間隔を大きくする、配置本数を減らすなどの合理化が可能である。 
CCb の構成材料である鉄筋と定着体は、別々に納入して現地でねじ接合して組み立てるた

め、長さの調整も現場で速やかにできる。施工は、大型の機材を使わずに、すべて人力でで

きる。グラウトの充てんは専用の貯留槽を使用するため、ホース等の異物をコンクリート内

部に残さずに施工できる。 
4. 技術の適用範囲 

補強鉄筋の径は D13、16、19、22、25、29、32 に対応できる。機械式継手が使用できる

ため、狭い場所でも長尺の補強筋が施工できる。壁厚 500mm 以上で、せん断補強鉄筋の有

効率βは 0.8 以上、壁厚 800mm 以上でβは 0.9 以上である。 
5. 活用実績 

 活用実績：2013.11 月末時点で総計 約 65,000 本（施工中含む） 
使用施設：上下水道の汚泥施設、沈砂池、ポンプ場、発電所の取水路、放水路 他 
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(6) No.12：耐震ラップ工法（波形分割鋼板巻立て工法） 

No. 12 
技術名称 耐震ラップ工法（波形分割鋼板巻立て工法） 

社名 ㈱熊谷組・テクノス㈱ 
NETIS 登録番号 － 

公表先 (公財)鉄道総合技術研究所 
鉄道 ACT 研究会 

参考 WEB ページ http://www.kumagaigumi.co.jp/tech/tech_s/doboku/d_ts_1.html l 
連絡先 (株)熊谷組 土木事業本部 土木設計部 大越靖広 

Tel.：033235-8622 E-mail：yookoshi@ku.kumagaigumi.co.jp  
1. 技術開発の背景・契機 
 高架橋柱等の鉄筋コンクリート柱（以下、「RC 柱」という）の耐震補強では鋼板巻立て工

法が多用されている。従来の鋼板巻立て工法は大型の鋼板を使用することから、大型の施工

機械の使用、広い施工ヤードの確保が必要となり、狭隘な場所での施工には適用が難しいと

いう課題を抱えている。また、鋼板の接合には現場溶接による方法が標準となるが、周辺の

環境によっては現場溶接が困難となる場合がある。このような制約条件下でも適用が可能と

なる鋼板巻立て工法の改良が期待されていた。 
2. 技術の内容 
 耐震ラップ工法は、RC 柱のせん断破壊防止（せん断補強）および変形性能の向上を図る

（じん性補強）、耐震補強工法である。波形に切断し、コの字型に曲げ加工した分割鋼板を

RC 柱の周囲に積み上げ、柱と鋼板の間にモルタル等を充填する工法であり、分割鋼板の噛

み合わせにより現場溶接を不要とした新しい鋼板巻立て工法である。 
3. 技術の効果 
・人力施工が可能で施工性に優れ、施工スペース・施工ヤードを狭小化できる。 
・溶接作業が不要なため、鋼板板厚の制限（最小板厚 6mm）を受けず、条件によっては薄

板化を図ることができる。 
・施工完了後は平滑な表面となり、従来の鋼板巻立て工法と同様な仕上がりとなる。 

4. 技術の適用範囲 
高架橋や建物等の鉄筋コンクリート柱の耐震補強および構造補強に適用でき、特に高架下

利用箇所など狭隘および支障物がある箇所、火気の使用が制限される箇所にて効果が発揮で

きる。 
5. 活用実績 
 高架橋柱；ＪＲ西日本（山陽新幹線、在来線）、阪神電気鉄道、大阪市交通局、他 

建物柱 ；日本郵政 
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 http://www.penta-ocean.co.jp/index.html  

 ( )  
Tel. 03-3817-7655 E-mail Toru.Yamashita@mail.penta-ocean.co.jp
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Tel. 03-3661-4794 E-mail t.nakajima@satokogyo.co.jp 

 

2m
5m D51

 

WJ
WJ

 

 
   
  5m 60 5  
   
   

 
 5m 4.8m  
 65~120mm  
 D51  

 
  

3-71



3-72 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■解析フロー 

超高圧水発生装置 

ＷＪ削孔装置 

削孔状況（鉄筋損傷無し） 

■主要資機材 

鉄筋挿入固定完了 
試験施工による 

モルタル充填状況確認 

ＷＪ削孔状況 

孔口部モルタル充填ボックス 
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